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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月30日(2021.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　特に本実施例では、第１屈曲容易部１４２は、図３（ｃ）に示すように、ロードパス１
４０の車内面１４０ａを凹に屈曲させることにより形成されている。これにより、衝突時
に、第１屈曲容易部１４２を好適に屈曲させることができる。一方、第２屈曲容易部１４
４は、図３（ａ）に示すように、ロードパス１４０の車外面１４０ｂに形成された上下方
向に延びる開口によって形成されている。これにより、衝突時に、第２屈曲容易部１４４
を好適に屈曲させることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　なお、本実施例では、第１屈曲容易部１４２を凹状の屈曲とし、第２屈曲容易部１４４
を開口とする構成を例示したが、これに限定するものではない。すなわち、第１屈曲容易
部１４２を、ロードパス１４０の車内面１４０ａに形成した開口とし、第２屈曲容易部１
４４を、ロードパス１４０の車外面１４０ｂに形成した凹状の屈曲によって構成してもよ
い。更には、第１屈曲容易部１４２および第２屈曲容易部１４４の両方を、凹状の屈曲ま
たは開口とすることも可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　更に本実施例の車体前部構造１００では、図２（ａ）、図４（ｂ）および図３（ａ）に
示すように、ロードパス１４０の前端の車外面１４０ｂには、タイダウン固定用部材１６
０が取り付けられる。これにより、ロードパス１４０の前端の強度を高めることができる
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。したがって、ロードパス１４０全体に衝突時の荷重を効率的に伝達し、上述した変形を
促進することが可能となる。
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